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発刊にあたって

本書は陪鉾j門流域総合整嬬計画に係る臨場整矯 r事に先立って実施された， t寄繰

遺勝の発掘調査報告書です。間繰遺跡は，原の辻遺跡に隣接した弥生時代中期の基地

で，弥生時代の大規模環濠集落である涼の辻遺跡の大きな影響下にあったと考えられ

ーレ ーエヲ。

遺跡、の発掘調査は，古くは昭和29年の東亜考吉学会の調査に湿ります。この時も

箱式石l'宮や蓋桔などが多く [-H__土しております。

今回の議長は，平成 7年度に墓域が薙認されながらも遺帯保存のため理め戻されて

いたものですが，水路工事のため再び、調査を実施したものです。この墓域は，現在原

の辻遺跡で確認されている墓地群の中でも古い方に属し，昭和49年に調査された大

j京地区の墓地群と同時期と考えられることから，関連性が注目されますっ遺需の大半

はまだ水出の下に保存されていますので，全容の解明については将来に託したいと患

います。

島内にはこのほかにも古噴や一占代の多くの貴重な遺跡があり，調査が進められてい

ます。今後は，これらの遺跡にも光をあてながら保存活用を図っていくことも大切な

ことではなしゅ、と忠われます。

本書が学指碕究および郷土史研究の罷で活指されることを念願して刊行のあいさつ

といたします。

平成立年3月31E! 

長崎県教育委員会教育長 出 口 啓 二 郎
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1.本書は，長崎県壱岐郡芦辺国I深江鶴亀触に所在する間繰遺跡の発揮調査報告書である。

2.調査は，轄鉾JlI流域総合整慌計画にかかる臨場整備工事に伴って，壱UI支支庁耕地課が事業主体と

なり，調査は県教育委員会と芦辺町教育委員会が実施した。

3. 議査は全体の 8.5割を農林関費用負担として県教育委員会が平成 11 年 2 月 8B~2 月 25 日まで

行い， 1. 5割については芦辺町教育委員会が国庫議助を受けて平成 11年 2 月 8B~2 月 25 Bまで

の司程で実施した。

4.本書にはl早教育委員会が主体になった分と，芦辺町教育委員会が主拝に成った分を合わせて掲載

した。

5.本書の執筆と編集は，安楽が担当したり

6.本書関係の遺物は，原のj土遺跡遺跡調査事務所で探管の任にあたっている。

7.本書関係の写真は平成 7年の撮影は副島が行い，今回は安来が損影した。なお，昭和29年撮影

の写真の掲載については，九州大学文学部考吉学研究室の西谷正教授に許可を得た。

して感謝申し上げる。
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1 .発掘調査に至る経緯

芦辺mT.石田町・部ノ浦mfの3軒を流れるq替鉾JlI流域の本田約350haについて，基盤整舗を弓的と

した県営轄鉾JlI流域総合整慌計画が.平成4年!支から 13年度の予定で始められた。本遺跡:の所在す

る地区も平成 5年度から事業が進められることとなったのこの地区は吉くから長五や!二器J¥'i.l'i I:HLす

ることから墓地の可能性が与えられてい

京都大学や九明大学を'11心とした東亜考由学会は昭手1]26 から壱i技，対馬の与一 r1i学的調査を実施

しているが，昭和29年には涼の辻遺跡の調査とともに土地改良工事で発見された間諜遺跡の調査も

実施している。詳縦な内容については不明であるが，当時を撮影された写真で見る探り，域ノ選期と

須玖式美/jの箱式fi結と斐揺が出土している。調査地点は安出寺の奥まった所から東側の，丘陵がせり

出した先端部分である O 現在はかなり剖平を受けている。

平成 7年度の調査は場整橋事業に伴つての謡査である。当初は，東亜考吉学会の調査や，その

設の土地造成によって消滅したとも考えられていたが，遺構が残っていること されたっ ;ま

箱式石桔墓 9

的な余裕がなく短期間

7基， 11基の合計27基である。しかし，この時は を行う時間

にとどま札盛土することで遺跡の保存が悦られたc ただ、排水路敷

については改めて調査を行うことが，耕地諜との閣で合意されたc

平成10年度の調査は， J止との読過をふまえて実施されたものであり，本調査は，謁査j反の 1.5訴を

関車福助事業として芦辺町教育委員会が行い， 8.5割を事業者負担分として県教育委員会が実施し

II.発掘調査の組織

1.平!瓦 7

調査主体 県教育採の辻遺臨調資事務所

J当 果教育庁震のj土遺跡調査事務所 係長(副参事) 副高和明

3
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文化期保護主事正J尾和貴
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2.平成10年茂本調査

l塁間{系

f本県教育庁原 所長 mHl 

調査担当 lpJ 課長 安楽勉

IJ耳関係

調査主体芦辺町教育委員 教育長 111原忠雄

調査担当 lf司 社会教育係長 UILJ 

丈化立す指導員 l1l日



麗.遺跡の地理的歴史的環境

壱母島{ま，対馬海峡と の間に位置し，九州本土部と大陸・朝鮮半島を結ぶ飛ぴ、石i初役害Ijを果

たしてきた。東西15km，高北17km， 139km2で、全鹿島壊の中で第20位の広さである。島の地jE~

は大半が玄武岩台地で超伏が少なく，最高蜂の岳の;tで、 213m~こすぎない。最長河川は島のやや南に

位遣し.酉から東の内海に注ぐ轄鉾JIIで河足は約 9km，下誌には本遺跡の位置する深江田震と呼ばれ

る平野が開ける。 海岸線は，西部にリアス式の海岸が発達し，東部はなだらかで海岸砂圧が見られる。

歴史的には大陸との中継地点として重要な役割をおっており，特色ある遺誌も多Lミ。長崎県遺跡地

区iには埋蔵文化貯の数は331件が揚載され，内訳は!日石器時代 5，縄文時代 4，弥生時代58，I会j塚

264となっている。弥生時代に限ってみれば， r諜志霞人伝jに記載されたー支図の「王都j と

特定された原の辻遺跡 (BC3t対己 ~AD4 世紀)が先ずあげられる。 遺跡‘の罷模lOOha，多重環濠を

右し，外法内の彊積は24haで、豊富な出土内容から毘の史跡に指定された。本遺跡に隣接しており密

接なかかわり合いを持つものと考えられるの現在も発掘調査が計画的に行われ，保存整備基本計画が

策定され，今誌の遺跡の保存活用が期待されている。

この龍，島の北西部にはカラカミ遺lT1Fが所在している。この遺跡、は，複雑な地器に集落が形成され

ていることや，骨角器類が多く出土していることから，漁携を とする水人集屈の遣部で、はないか

と考えられている。また平成 9年に調査された車出遺跡は，幡鉾JIIの上流に位霞し， な遺物の出

原:
時

、、、
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第 1図 欝繰遺捧・周辺地形醤 (1/50，000)
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1 .麗繰遺跡 2.鶴毘遺跡 3冒原の辻遺跡高原地区 4.詞高田大原地区

i 同大111地区 6場開祖国地区 7錘南原ノ久保A地区 8. 向原ノ久保B:!;強区

第 2図霞繰遺跡f立量密 (112，000)

~3~ 



一七があった。島内の弥生時代はこの 3遺跡が突出しており支障i連合体を形成し，中でも涼

跡はその頂点にあったものと考えられる O また勝本跨北東部の天ヶ海岸からは，護岸工事中三本の

や広鈴i矛がi引土している。この状況は埋納されたもので，当時の航海への安土祭記と考えられる。

関操遺跡問辺では，原の辻遺跡が南へ広がる{告は， ~tの奨まった部分に中世の安田寺跡、，その南側

に弥生と中肢の遺物がl:H j~する安国寺遺跡、が位置する。本遺跡と同時期の基地としては舎原の辻遺跡

の右出大涼;地区や，鶴[1:1遺跡;があげられる c また壱岐の吉墳として最も古い 5世紀代の大塚山古墳は，

すぐ背設の頂上部に築造され，深江田原を見下ろしている。

N.調査の概要

本調査は，平成 7年度に遺構の確認を行い保存したものの.排水路工事が言j-画された55.5mについ

て記録保存措置を講ずるために実誌した調査である。 i果関係分は47.2m2，IllJ関係分は8.3m2で、ある。

調査毘{土i幸uヒに された排水路，長さ 37m，幅1.5mを対象とし，甫から北へ 1~ 7に民分けし

た。 1~3Kには遺需は見られない。しかし，弥生土器片や中世の輸入鈎磁器が若干出土したc 輪入

第3留寵査区配量詔 (1/1000)
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陶磁器については西側に位置する安田寺前A地点との関係が考えられる。

遺構は 4・ 5区で確認された。この誌は平成 7年度調査包内にあたるもので，お初jと

小児斐棺墓が検出されたっ 6・7区については遺構¥遺物も検出されず，特に 7~互については岩盤が

表土層の下に現れたc 今自の調査は平成 7年度調査の一部分を調査したにすぎず，大手は水田下に保

されているつまお東亜考古学会による調査地点もほぼ同 A 地点だったと思われる ω 地元の人の話に

よると，昭和20年代には北から南へ畑が突出して現在よりもポ支高くなっていたと言われ，畑を水

出仕する工事の際にも土器片や板状の石片が数多く出土し，墓地が損壊したようである C

V.土層

前田のi週場整r婦の際に出土した遺構は，当時の7J(JI!の表土を剥いだ註下から確認されている。それ

以誌のHti和20年代の熔を水田化した際には， 11 J 擦の熔が~~~設高くなっておりラこの部分を期王子した

時に遺構を壊したと言われる 3 現在の水田は 2度の造成を受け f立低くなっているが，遺構はかろう

じて残ったものと忠われる。東東考古学会調査時の写真(図版 9i を見ると，丘陵先端部の下が段々

になりて段の方に遺構が集rj1していることがよくわかる。平成 7年度の遺講分布範関は前田の北側

部分にあたるので;まないかと抗定される。国IfJi3では北慨は土窮が浮く堆請しており，その後部、f'-を

けたものの帝状の範で、残ったと考えられる。

従って今回の調査は遺帯語までの高と，それ以外は現水田から1.5m掘り下げたが，間耕作土およ

びその下層の茶褐色粘質士に小蝶を多く含んだ層まで調査し，この掛から若干の中間貿易陶磁;が出J二

している。なお保存されている遺講短から現在の水自由ーには約 1mの盛土が施されている。また 6~

7区は岩盤から前られており，その上に惑 j-がされている。

VI.遺 ネ蕎

今回検出した ，前回すで されていたものであるが，遺構の表面接察だけにとどまり保

存されたため，内容については不明な点が多い。しかし，今国調査した遺構については，性格まで把

握することが出来た。平成 7年疫の調査実iP，1j図(第4毘〉で 9基， 7主主

11基の合計-27基の遺構が検出されている。その中で，今回調査の遺構は 1 とl号室桔

(小児翠桔)である O

1号石蓋土襲墓(第 5留)

i室講群の諒端に位置し，土墳の長軸はほぼ東西で，長さ L1m，I幅約0.55m，深さ 0.25mを溺るつ

蓋石は板状の安ilr岩擦を龍吊じている。中央に空白部が見られるが，この部分の蓋石は酉Jjf古jに2枚

ずれて位置している。土壌の中には三角影;訟を呈した板石が立っており，小口板の役訴を果している

ものと患われるc なお遺物は克られないc

一一5一一
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1号聾棺墓(第 5図)

この遺構は 1号石蓋 t壊墓のすぐ東側で出土の小児翠桔である。 3分の lを欠尖して

いる。やや斜めに埋置されるが，掘り込みE容は確認できなし、土器は須工大 I式の古段階と忠われ，お

さ40.7cm，LJ縁外径33.7cm，互支部径8.8cmをiRlJる 3 底部から 13cm上部に穿孔されている。副葬i;ll

はない3

石総遺構(第 6図)

4区に東から北西に線に伸びる石持がみられる。人頭大よりひと留り小さい石を 191Jに並べて

しミる。 I日表土の宜子に位置することから，近lJl以降のノド自に関係した可能性が高いc 平成 7年茂に実

施された、 i播鉾JII南関の)11原知地区の調査U でも同じような遺構が出上している。この遺構も

や昨道的遺構であろうと推察されているつ

以上の遺講の1!Qに平成 7年度調査の遺構があるが，この時ょう;で、は箱式石棺;墓9基となっているが，

下部遺構の調査はされていないので，今回のように→部石蓋!二墳墓の口j龍性もあるつ

イミ桔墓の規模は長軸1.2mから1.5m，短軸0.5m在i支のものが多いようである。翠桔はすべて時期

が把揮されている訳でiまないが，弥生時代中期が主隼であるの合J]霊桔墓は 2基，小児IH季語主主は 4

基躍認されている r 士i壊墓は 11 基確認されているが，形状は }j*~ゃ詰円形のものなど様々で.

も一定していない。

昭和29年の東亜考古f字会の課査で、は箱式石棺墓14 10基余りが検出さ 11151がIH土

している，;;出っ護持は域ノ越期のものも合まれており，弥生時代中期初頭山 けされる c

VII.遺物{第7菌)

遺物は前田訴j査分も合わせて図示した。 1~ 12は弥生中期損玖式土器I-i縁き15である η 1， 3~5 ， 

12は須玖 Iの段[民地;ま E式である。 1ユ諒吉liの破片が殆どであり全体を知りえないが，おそらく小

先輩棺として捜吊されたものであろうニ 12は須玖じiia段措の小児三三桔で、ある c については前項で

述べたが，口縁部は外に!rlJかつてやや高く，内鵠には突起がわずかに付く。外語の口縁部i在iごには断

面三角形の貼り付け突荷が l条巡る。ハケ bl調整が全体に施されている。士は白い砂粒や黒色の稲

い粒子を含み境成は良好である。 は外屈が茶褐色に立すし，内，ま口縁部直下から底部にかけて

色である c 水ヌキの穴i土壌成後にあげられているc11は広口壷LI縁円であるご器壁の内外に丹が塗ら

れている。境成・胎土ともに良好。 13は長期の袋状口絃蛍である。 1]誌部を1/3欠くが歩ほほ完形

品である c は口縁部最大笹8.1cm，H同部径11‘1c111，高さ13.5cmをるじ頚き1$から駒吉1$にかけて

はハケ E調整が撞され，そのー上に丹が塗られているま部はIjJ央部がわずかに白んでいる。器形から

Lて，いわゆるミニチュア土器で、あ札遺構の副葬品と考えられるが，弥生長期の遺構は確認されて

いない。
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この他に図示しなかったが， より出土した，中国輪入間磁器の白 [1*主要文点があるが，

これらの遺物は る安箆寺言地点からの流れ込みではないかと考えられる。

VIII. まとめ

今回の調査は諒luJ碍認されていた遺構の調査であ札遺構全体の把握が必姿であることは言うまで

もなLL その点では東亜考古学会による発掘調査の公表がまたれる。 E語、片的ではあるが，郷土史家出

口l伝太郎の 4 丈によって当時の状況を知ることができる。←り安田寺前発結，石棺群として fm内J11 

の ~Iと向こうの I Li麓に出た c 三冊あって， 一方は王l桔が三年i出ていた。一ー方は石桔と主主桔の群で，大ノj、

拾数七iあったc これは京大で、調査したJ とありつのグループでかなりの遺構の出土が窺える。

は援の辻遺跡の影響下(二台まれたと設察されるが.時期的には中野j初頭である〈これまで同

時期墓地君子としては昭和壬9年調査の石田大福地!Kがあげられ，戦[*1式錦剣片やトンボ王等を副葬し

ていたっ本遺誌では副葬i誌の有吉正について興味深いところであるが，未だ未雑誌の状況である(今後

これまでの蒜査についての公去を持ちたい。
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